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免責事項

本資料は当社の一般的な製品の内容を概説することを目的としています。

参考情報であり、掲載されている情報は予告なしに変更されることがあります。

情報提供を目的としており、いかなる契約にも組み込む事はできません。

資料、コード、機能を提供することを約束するものではなく、意思決定を下す際に依存するものではありません。

Anaplan社は本資料の内容についていかなる保証も致しません。

また、本資料の内容に関するいかなる損害についても責任を負いかねます。

Anaplanの製品について説明されている機能または機能の開発、リリース、およびそのタイミングはAnaplan社独自の裁
量に委ねられます。

本資料とAnaplan社の正式発表に内容が異なる場合は正式発表の内容が優先されます。



Anaplanではセルの数が容量に大きく影響します。時間軸や製品マスタなどの軸の数、およびそれぞれの軸のデータ件数でセル
数が決定します。 Excelを例に考えていきましょう。

容量

1

3
2

例: 年次の販売計画を各製品(製品数=500)別に計画値、見込、実績の3つの粒度で保持するExcelの場合

数

時間 12ヶ月

製品数 500製品

粒度(バージョン) 3 (計画値、見込、実績)

セルの数(①～③
組み合わせ数)

18,000セル

1

2

3

Excelで考えるAnaplan容量計算



Anaplanの容量計算

前頁でセル数の考え方がわかりました。導き出されたセル数に、1セルに対する容量(byte数)を掛け合わすことで容量が決定します。
1セルに対する容量はFormat(1セルに対する容量)により異なります。

時間(月)

製
品
数

1 セルの数 2 データ別容量

データ種類 容量(byte)

Number 8

Boolean 1

Date 4

Time Period 4

List 4

Text 8

No Data 0

3 GB換算 2^30*1

*1: 1GBは2^30byte

Excelの例をAnaplan容量換算した場合、、、

1 セルの数 18,000セル

2 データ別容量 8byte

3 GB換算 2^30

0.0001GB 
(0.1MB)

※List memberは1memberにつき500byteを消費します



容量増加の例

Anaplanでは軸となるマスタの組み合わせ（セル数）にて容量が決定することは前述の通りです。そのため、マスタ件数が増加
するとそれに応じてセル数、容量の増加に繋がります。

時間(月)

製
品
数

0.0001GB 
(0.1MB)

容量(GB)

1 時間 12ヶ月

2 製品数 500製品

3
粒度(バージョ

ン)
3

時間増 製品増 粒度増

36ヶ月

500製品

3

0.0004GB 
(0.4MB)

12ヶ月

2,000製品

3

0.0005GB 
(0.5MB)

12ヶ月

500製品

6

0.00026GB 
(0.26MB)



容量概算の計算方法

[容量](GB) = [Cellの数] * [Format別のByte] / 2^30 （※1GB = 2^30 Byte）

[Cellの数] = List Aのアイテム数 * List Bのアイテム数 * List Cのアイテム数 ・・・

[Format別のByte]は以下の表のとおりです。



ワークスペース構成の例と容量

Anaplanでは、開発-検証-本番の3ランドスケープの構成を推奨しています。従い、本番のモデルで10GBの容量試算となると、
開発-検証-本番それぞれに容量が必要となり、約30GB(3倍)※の容量が必要となります。

開発ワークスペース

• 開発者のみユーザ登録
• 構築内容を検証・本番に同期

10GB

検証ワークスペース

• 開発者/ビジネスユーザーを登録
• 構築内容を検証（テスト）

10GB

本番ワークスペース

• ビジネスユーザのみ登録
• 実際の業務オペレーションで使用

10GB

設計情報の
同期

※開発モデルには単体テストが可能なレベル
のデータ量を保持し、検証モデルには本番と同
程度のデータ量を保持し検証することが一般
的です。したがって厳密には3倍を少し下回る
容量となります。



容量計算に含まれないもの

• 計算時にメモリ上に展開されているものが容量に含まれるので、以下のようなものは容量計算対象外です。

• エンドユーザー向けUI - Apps、Page、My Page、Dashboard、Personal Dashboard

• モジュールのSaved View

• Action

• Import Data Source



使用している容量の確認方法 – モデル

1. Model Settingsで確認 2. Manage Modelで確認

ダブルクリック

Workspace Adminは以下の方法で容量を確認できます。

旧Modeling Experienceの場合

新Modeling Experienceの場合



使用している容量の確認方法 – ワークスペース
Tenant Adminは、Administration>Workspacesから容量を確認できます。



使用している容量の確認方法 – Module/Line Item
モジュール、ラインアイテムの画面からCell Countを取得できます。一覧をダウンロードして、1セル8byte換算で試算することで、
各モジュール、ラインアイテムのおおよその容量内訳が算出できます。

ある程度開発が進んだ後の分析やチューニングは、このようにセルカウントの
大きい順に見ていき、容量の最適化の余地がないか検討を進める



よくある質問(1/2)

Q. 経年変化による容量増加はあるか？

Anaplanでは、実行系システムと異なり過去データを全て保持するような使い方は稀です。「過去・未来何年分のデーを保
持するか？」を設計要件として決め、その年数に比例した領域を容量として確保するのが通常です。 従って、稀な使い方を
しなければ経年による容量増加はありません。

Q. 画面(モジュールのSaved ViewやPageなどのエンドユーザー画面) 追加による容量の増加はあるか？

モジュールのSaved Viewおよびエンドユーザー画面のPageについてはサーバー上のメモリを消費しないので、容量消化の対
象外です。

Q. 機能追加による容量増加はあるか？

機能追加によって、入力/計算/出力などが追加される場合(モジュールが追加される場合)、容量は増加します。

Q. バックアップ取得による容量増加はあるか？

Anaplan社がDR(Disaster Recovery)として用意しているバックアップは容量計算の対象外です。ただし、お客様内で
バックアップとしてModelをコピーし保持しますと、容量は単純に考えますと2つ分(2倍)となります。*アーカイブされたモデルは
容量計算の対象外です。



よくある質問(2/2)

Q. マスタデータの追加による容量増加はあるか？

前述の容量増加の例をご参照ください。

Q. アーカイブしたモデルは容量消費対象か？

アーカイブとは、モデルをメモリ領域から解放することを指します。したがって、アーカイブされたモデルは容量消費対象外です。
アーカイブから戻すことで、アーカイブ前と同じ状態で再度メモリ上に展開するとができます。(=再度容量消費されます)

Q. Indexによる容量増加

Indexを意識する必要はありませんので、容量計算の対象外です。



Thank you!
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